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嘉麻市バーニングヒーローズは平成18年9月に
「嘉麻市から全国へ」をスローガンに設立された社
会人硬式野球クラブチームです。現在41名が所属
しており、令和7年2月、4月には韓国のチームと
国際試合を行いました。今後もアジアへ視野を広
げ、人材の育成や交流を深めていきたいそうです。

晴天の下、グラウンドに
　　　　　飛び交う元気な声
～嘉麻市バーニングヒーローズの練習風景～
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オ
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ン　本会は、平成18年3月1日に、旧1市3町（山田市・稲築町・碓井町・嘉穂町）の社会福祉協議会が合併して発

足し、令和8年3月1日で法人設立20周年を迎えます。歴代の役員・評議員をはじめ、本会の活動に賛同して
加入いただいた会員、行政・関係機関、社会福祉施設・団体、地域の住民組織、ボランティア・NPO団体など、
様々な関係者のみなさまに支えられながら歩みを進めてきました。
　これまで、本会の発展や地域福祉の向上にご尽力いただいたみなさまに感謝の意を伝えるとともに、次な
る10年に向けて、本会が今日の社会状況を踏まえ、住民主体と協働のもとに、どのような地域社会を目指し
て活動するのかを、明確なメッセージとして発信することを目的に、記念式典及び記念講演（令和8年2月14
日）などの法人設立20周年記念事業を実施します。

　本会との出会いや思い出に残る出来事、また、今後に向けた期待等をメッセージにしてもらい、これまで
の活動を振り返り、次なる10年に向けた活動指針とするため、メッセージを募集します。

・募集期間／令和7年5月1日（木）～令和7年10月31日（金）　※当日消印有効
・様　　式／メッセージは原稿用紙2枚程度（800字以内）でまとめ、タイトルをつけてください。
・応募方法／郵送またはメールで受け付けます。 必ず、氏名、住所を記入ください。
※お送りいただいたメッセージは、法人設立20周年記念式典で配布する要覧に掲載します。

地域のみなさまに支えられた20年　に感謝し、次なる10年へ向けて始動

申込先　社会福祉法人　嘉麻市社会福祉協議会　☎0948-43-3511

メッセージの送付先
〒821-0012　嘉麻市上山田502番地6　
　　　　　　　　　社会福祉法人 嘉麻市社会福祉協議会「法人設立20周年記念　社協へのメッセージ係」宛

ほっとけんばいの輪づくり市民講座の開催

社協への応援メッセージ募集

日　時 内　容 会場

令和７年7月19日（土）
午後1時30分～

令和７年7月26日（土）
午後1時30分～

稲築地区
公民館

（嘉麻市岩崎
1141番地）

テーマ　「無縁化する子どもたち～虐待と貧困の現場から～」
　　　　講師　ジャーナリスト　石川　結貴さん

いしかわ

おおにし れん

ゆうき

令和７年8月9日（土）
午後1時30分～

テーマ　「当事者が語る　ひきこもり」
　　　　講師　石尾　大輔さん

いしお だいすけ

テーマ　「すぐそばにある貧困」
　　　　講師　NPO法人自立サポートセンターもやい
　　　　理事長　大西　連さん

令和７年8月23日（土）
午後1時30分～ ただ しんじ

テーマ　「西日本豪雨から7年　被災地からの教訓」
　　　　講師　一般社団法人お互いさま・まびラボ
　　　　　　　副代表理事　多田　伸志さん

令和７年9月6日（土）
午後1時30分～ てんじんてい み

テーマ　「落語で笑って学ぼう！笑（エ）ンディングノート
　　　　～人生について考えてみませんか～」
　　　　講師　天神亭　きよ美さん

手話通訳があります

E-mail   :  tiiki@kama-shakyo.com
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地域のみなさまに支えられた20年　に感謝し、次なる10年へ向けて始動
ほっとけんばいの輪づくり運動　シンボルマーク募集要項

趣　　　旨

応 募 資 格

応 募 方 法

審 　 　 査

募 集 期 間
及 び

送 付 先

応募作品の内容

応 募 規 定

　いざという時のセーフティネットの役割を担っていたつながりや縁（地縁・血縁・
社縁）が細る社会が広がる中で、次なる10年に向けて本会がフォーカスしているの
は、地域における住民同士のつながりの数を増やしていくことです。“つながろう”支
えあう地域社会を目指してを基本理念とし、誰もが孤立することのないよう、お互い
がお互いを気にかけあうことでつながり、なおかつ誰かが困っているのであれば、見
て見ぬふりをせず（ほっとかない）我が事として考え、支え合える地域社会を目指し
ていくために、「ほっとけんばいの輪づくり運動」を推進していきます。
　この運動の趣旨をイメージとして理解できるシンボルマークを募集します。

① 作品は自作で、未発表のものに限ります。
② 応募用紙は自由ですが、1枚につき1点を直径10㎝程度の大きさでデザイン
　 してください。
③ 応募作品の裏面に、裏うつりがしないよう、次のことを記載してください。
　 ア　住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号
　 イ　簡単な作品制作の趣旨
　 ウ　作品の作図方法がある場合には記入してください。
④ １人何点でも応募できます。ただし、異なる作品に限ります。
⑤ 郵送の場合、作品は折り曲げないようお願いします。

① 募集期間　令和7年5月1日（木）～9月30日（火）　※当日消印有効
② 送 付 先　〒821-0012　嘉麻市上山田502番地6　
　　　　　　　　社会福祉法人　嘉麻市社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　　「法人設立20周年記念　シンボルマーク係」 宛
　　　　　　　E-mail   :  tiiki@kama-shakyo.com

制限はありません。　どなたでも応募できます。

郵送またはメールで受け付けます。

本会の法人設立20周年準備委員会で厳正に審査、選定し、本会の理事会で決定します。

発 　 　 表 最優秀賞及び優秀賞に選ばれた作品については直接ご本人に通知し、記念式典の
会場で発表表彰します。

表 　 　 彰

応募上の注意

最優秀賞1点／賞状及び副賞5万円
優秀賞2点／賞状及び副賞2万円
高校生以下の場合は、賞状と副賞相当額の商品券を贈呈いたします。

① 採用作品は、一部補正、修正のうえ、使用する場合もあります。
② 入選作品の著作権・専用使用権等の一切の権利は、本会に帰属します。
③ 応募作品の著作権・版権等にかかわる問題が発生した場合は、全て応募者の責任
　 となります。
④ 応募作品は返却いたしません。

シンボルマークは、今回の趣旨を反映し、簡素かつ象徴的に図案化されているもので
あること。

法人設立20周年
記念事業



総
　
　
合

令和7年度　嘉麻市社会福祉　　　協議会事業計画と予算が成立

１. 法人経営に関する事柄
● 理事会、定時・臨時評議員会、監事会、評議員選任・
　解任委員会、苦情解決第三者委員会の開催
● 内部監査及び税理士による外部監査の実施

２. 独自事業
● 法人設立20周年記念事業の実施
● チャイルドシート貸出事業
● 福祉機器（車いす）貸出事業
● 子育て用品リユースセンターの運営

3. その他の取り組み
● 職員人権研修の実施
● ポストカードの販売及び販路開拓

重点事項
(1)任期満了に伴う、役員、評議員、評議員選任・解任委員会委員の一斉改選
(2)法人設立20周年記念事業の実施
(3)長期的な安定経営継続につなげるための各種見直し
(4)働きやすい職場環境づくりの継続
(5)職員研修の実施と外部研修への積極的参加をつうじた職員個々のスキルアップ

重点事項
(1)中学校区をエリアとした総合相談（属性にとらわれない）の実施及び他機関多職種連携による支援 
(2)つながりが細りつつある社会の広がりの中で誰しもを孤立させない住民活動推進のための基盤
　づくり
(3)身近な地域における住民同士のつながりの数を増やしていくための活動促進
(4)身寄りがない方やいたとしても疎遠で頼ることができない状況にある方と出会うための取り組み
　と支援の強化
(5)終活に関する啓発と相談対応の強化
(6)災害時要支援者の居住地域の把握と状況に応じた個別支援計画づくり
(7)ギャンブル依存やひきこもり状態等で苦しむ当事者や家族と出会うための働きかけと集いの場
　づくりに向けた取組み強化

　令和7年度の事業計画及び予算が、3月14日（金）に開催された第88回理事会で決議され、3月25日（火）に開
催された第57回臨時評議員会で承認されました。今年度は本会が設立されて20周年の節目を迎えるため、令
和8年2月14日（土）に記念式典及び記念講演を開催するほか、年間をとおして記念事業（ほっとけんばいの輪
づくり市民講座など）を実施していきます。また、本会の活動領域である地域には、つながることのできていな
い生きづらさを抱えた方も多数おられるため、これまで同様、6つの相談センターを設置して総合相談に力を
入れるとともに、誰もが困ったときに助け合える、お互い様の地域づくりにつなげていきます。さらに、今年度
も終活に関する啓発や相談等に積極的に取り組むほか、あらたにギャンブル等の依存で苦しんでいる方や家族
が出会い集える場づくりなどにも取り組んでいきます。

ポストカード「ふるさとの風景」 子育て用品リユースセンター

総務係法人経営部門

04えがお 5月号

総合相談・地域づくり推進係地域福祉推進部門
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令和7年度　嘉麻市社会福祉　　　協議会事業計画

● 無料法律相談、遺言や相続に関する相談　
● 会員の募集及び拡充
● 生活支援体制整備の推進（市受託事業）
● 地域福祉推進委員会の開催
● 地域福祉部の拡充・活動支援
● ほっとけんばいの輪づくり運動推進に向けた基盤づくり
● ふれあい・いきいきサロンの拡充・活動支援
● 中学校区を単位とした災害時要支援者の避難における個別計画づくり
● もしもの時に備えるためのあんしんカードの拡充
● 地域支えあい事業の推進　
● 空き家管理住まいるサービスの推進
● 社会福祉法人の社会貢献活動を広げるための事業推進
●  広報活動の推進
● 地域の交流拠点寄ってこハウスの運営事業

● 日常生活自立支援事業の推進　
● 本会独自の地域福祉権利擁護事業及び権利擁護支援の実施
● 権利擁護支援運営員会の開催

● 終活に関する啓発及び相談
● 司法書士会と連携した終活相談会の開催
● 終活に関する出前講座の開催
● エンディングノート活用の啓発
● かま老後の安心サポート事業
　（任意後見移行型）による支援
● かま老後の安心サポート
　事業審査会の開催

● 自立相談支援事業（市受託事業 ※必須事業）
● 家計改善支援事業（市受託事業 ※任意事業）
● フードバンク事業
● 生活福祉資金貸付事業
　（通常貸付の相談及び
　特例貸付利用者からの
　相談・支援）
● 無料職業紹介事業

● 生活再建に向けた諸費立替事業の実施
● 法人後見等の実施及び積極的受任
● 成年後見制度の啓発

● 在宅介護者支援事業
● ギャンブル等依存症の問題を抱えた方への支援
● バス待合所の管理
● アルミ缶等のリサイクル事業
● 共同募金運動への協力

 

１

3 4

生活支援・相談センター事業

2 かま権利擁護センター事業

かま終活サポートセンター事業 かま自立相談支援センター事業

● ひきこもりに関する相談事業
　（SNSによる相談窓口の開設、メールや
　SNSを通じた本人とのつながりづくりなど）
● 本人及び家族への支援事業
　（フリースペースの開設、家族会の開催、支援
　のためのネットワークづくりなど）
● 啓発事業（ホームページ、SNS相談窓口など）

● ボランティア・市民活動に関する相談
● ボランティア市民活動センターの運営
　（ニーズの把握・情報発信、マッチング、かまボランティア
　運営委員会の開催など）
● 災害ボランティアセンター事業（被災地支援に関する
　情報収集・発信、立ち上げに備え
　た事前準備など）
● 災害に備えた協定締結団体等との
　情報共有及び意見交換会の開催

5 6かまひきこもり
相談支援センター

かまボランティア・市民活動センター事業

フードバンクへの寄附

ボランティア運営委員会

05 えがお 5月号

協議体の様子
かま福祉ネットワーク委員会

ふれあい・いきいきサロンの様子

終活相談会



法人経営　INFOMATION

第88回理事会
≪開催日≫令和7年3月14日（金）

【議案第305号】法人設立20周年記念表彰規則の制定について
【議案第306号】規程等の一部改正について
【議案第307号】令和6年度第五次補正予算について
【議案第308号】令和7年度事業計画及び収支予算について
【議案第309号】役員等賠償責任保険契約について
【議案第310号】印刷複合機のリース及び保守契約について
【議案第311号】令和7年度広報紙印刷請負契約について
【議案第312号】事務局長及び事務局次長の選任について
【議案第313号】第57回臨時評議員会の開催について
【報告第102号】高齢期の生活不安に関する実態調査報告について
【報告第103号】令和7年度職員体制について

第57回臨時評議員会
≪開催日≫令和7年3月25日（火）

【議案第130号】
令和6年度第五次補正予算について
【議案第131号】
令和7年度事業計画及び収支予算について
【報告第43号】
 高齢期の生活不安に関する実態調査報告に
 ついて
【報告第44号】 
令和7年度職員体制について

総
　
　
合

令和7年度　一般会計資金収支予算書

●事業活動による収支

●その他の活動による収支

（収入）
会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
助成金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入
事業活動収入計
（支出）
人件費支出
事業費支出
事務費支出
貸付事業支出
助成金支出
負担金支出
事業活動支出計
事業活動資金収支差額

926
765

40,208
44

37,734
100
1,718
62
400

81,957

68,420
10,316
8,728
100
1,840
566

89,970
▲ 8,013

（収入）

その他の活動収入計

積立資産支出
サービス区分間繰入金支出
その他の活動による支出
その他の活動支出計
その他の活動資金収支差額

サービス区分間繰入金収入 7,053
7,053

60
（支出）

7,053
2,993
10,106
▲ 3,053

●施設整備等による収支
（収入）
施設整備等収入計
（支出）

施設整備等支出計
施設整備等資金収支差額

0

0
固定資産除却・廃棄支出 0
固定資産取得支出 0

0

●予備費支出
●当期資金収支差額合計
●前期末支払資金残高
●当期末支払資金残高

210
▲ 11,276
74,295
63,019

（単位：千円）
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の
話
を
、ま
ず

は
し
っ
か
り
聞
い
て
ほ
し
い
」と

い
う
話
が
あ
り
、目
の
前
の
困
り

ご
と
を
単
に
、制
度
や
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
支
援
で
は
な

く
、話
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
り
、

寄
り
添
う
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切

だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ひ
き
こ
も
り
と
い
う

の
は
、立
ち
上
が
っ
て
は
崩
れ
て

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、少
し
ず
つ

社
会
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。支
援

者
の
関
わ
り
で
す
ぐ
に
何
か
が

変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
」と
の
話

も
あ
り
、つ
な
が
り
続
け
る
努
力

を
す
る
こ
と
で
、ご
本
人
や
ご
家

族
の
気
持
ち
に
変
化
が
訪
れ
た

時
に
思
い
出
し
て
も
ら
え
る
関

係
に
な
る
こ
と
が
支
援
の
ス

タ
ー
ト
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

地
域
に
は
誰
に
も
相
談
で
き

ず
悩
ん
で
い
る
方
が
ま
だ
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
出
し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て

い
く
と
と
も
に
、抱
え
る
悩
み
や

苦
し
み
に
少
し
で
も
寄
り
添
え

る
支
援
が
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
7
年
3
月
5
日（
水
）、生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
第
2
層
協
議
体

全
体
会
を
稲
築
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
、
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。協
議

体
と
は
、中
学
校
区
ご
と
に
住
民
の

み
な
さ
ん
が
集
ま
っ
て
、地
域
の
困

り
ご
と
や
心
配
な
こ
と
を
解
決
す
る

た
め
に
、自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
話
し
合
う
場
で
す
。第
1
部
で
は
、

5
つ
の
協
議
体
か
ら
、1
年
間
の
活

動
を
報
告
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。稲

築
東
・
西
校
区
か
ら
は
行
政
区
の
地

図
を
使
っ
て
見
守
り
の
方
法
を
考
え

た
こ
と
、碓
井
校
区
か
ら
は
協
議
体

か
ら
始
ま
っ
た
ラ
ジ
オ
体
操
や
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
が
、閉
じ
こ
も
り
防
止
や

健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
、山
田
校
区
か
ら
は
緊
急
時
に
役

立
つ
情
報
ノ
ー
ト
の
作
成
、嘉
穂
校

区
か
ら
は
社
会
資
源
マ
ッ
プ
に
つ
い

て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
2
部
で
は
、社
会
福
祉
法
人

筑
豊
会 
通
所
介
護
う
す
い
の
里
の

丸
山
基
樹
所
長
に
進
行
し
て
も
ら

い
、『
お
助
け
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
』を
お

こ
な
い
ま
し
た
。『
お
助
け
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
』と
は
、協
議
体
で
出
た
3
つ

の
困
り
ご
と
に
対
し
て
、自
分
だ
っ

た
ら
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
を

カ
ー
ド
に
書
き
、グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
う
ゲ
ー
ム
で
す
。免
許
を
返
納
し

て
買
い
物
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
Ａ
さ
ん
、防
災
無
線
が
聞
こ

え
ず
避
難
で
き
な
い
Ｂ
さ
ん
、身
寄

り
が
な
く
人
生
の
最
期
に
不
安
を
抱

え
る
Ｃ
さ
ん
に
対
し
て
、「
代
わ
り
に

買
い
物
に
行
く
よ
」「
大
雨
や
台
風
に

備
え
て
、ど
う
行
動
す
る
の
か
一
緒

に
考
え
よ
う
」「
あ
い
さ
つ
な
ら
、散

歩
の
と
き
に
で
き
そ
う
」と
い
う
意

見
が
出
ま
し
た
。ま
た
、「
ほ
か
に
も

困
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」「
自
分
が
同
じ
よ
う
な
こ
と
で

困
っ
た
と
き
、ど
ん
な
こ
と
を
し
て

ほ
し
い
だ
ろ
う
」と
い
う
声
も
聞
か

れ
、自
分
自
身
や
近
所
で
困
っ
て
い

る
方
の
生
活
を
想
像
し
な
が
ら
、一

緒
に
考
え
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
地
域
に
は
、さ

ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
や
悩
み
を
抱
え

た
方
が
生
活
し
て
い
る
。ま
ず
は
、自

分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

み
た
い
」と
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
令
和
7
年
度
は
、「
つ
な
が
り
」や

「
見
守
り
」を
テ
ー
マ
に
行
政
区
単
位

で
協
議
体
を
開
催
し
、「
困
っ
た
と
き

は
お
互
い
様
」と
い
う
気
持
ち
で
、支

え
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

協
議
体 

全
体
会

〜
第
2
層
協
議
体
全
体
会
を
開
催
〜

ま
ず
は
、自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
…

家
族
の
思
い
を
聞
く
こ
と
で
見
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
援
者
の
姿
勢

総
　
　
合

07 えがお 5月号

や
ま

ま
る

も
と
き
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任意後見監督人にはどのような人が選任されますか。成年後見
任意後見監督人は、家庭裁判所によって選任されます。その役割等から、本人
の親族等ではなく、第三者（弁護士、司法書士、社会福祉士等の専門職や法律、
福祉に関わる法人など）が選ばれることが多くなっています。なお、任意後見
人となる方や、その近い親族（任意後見人となる方の配偶者、直系血族及び兄
弟姉妹）等は任意後見監督人にはなれません。

水のうで我が家を守ろう!!
～大雨に備えて、家庭でできる簡易水防を紹介～
　6月の梅雨入りから台風シーズンが終わる9月頃までの間は、風水害を警戒する時期です。集中豪雨や長
雨に備えて、玄関や車庫の前に布袋に土砂を詰めた土のうを積み重ねて浸水を防ぐ様子を見かけますが、
土のうは重たく運ぶのが大変だったり、使用後は天日でよく乾かして風通しの良いところで保管しなけ
ればならず、家庭で準備して管理するのは大変です。
　そこで今回は、家庭にあるもので簡易的に作ることができる「水のう」をご紹介します。

暮
ら
し

① 40～45リットル程度のポリ袋(家庭用ゴミ袋等でも代用可)を用意し、袋
を二重にします。袋の強度が不足する場合は、重ねる枚数を増やします。

　② 3分の1から半分程度の水を入れます。水を入れると重くなるので、運ぶ
ことのできる重さにしましょう。

　③ 袋の空気を抜き、口を結べば完成です。袋を重ねている場合は、別々に
しっかり結びましょう。

　④ 水のうを玄関やシャッターなどの出入口に隙間なく並べ、浸水を防ぎま
す。水のうは重ねることができないので、10㎝程度の水深が限界です。

※水のうは水を流せば、片付けが終了し、使用後は袋を乾かして再利用できます。

●ポリ袋を利用した簡易水のう

① 段ボール箱を用意し、設置したい場所に並べ、水のうを作ります。
　② 段ボール箱いっぱいに水のうを詰めたら完成です。複数の段ボール箱を
横に並べることで連結でき、水のうを単独で置くよりも強度が増します。
また、中に入れる水のうを積み重ねることができ、使用する段ボール箱に
よって高さを変えることもできます。

●簡易水のうと段ボール箱を併用して

洗濯機や浴室、洗面所、台所のシンク、トイレなど屋内全ての排水口に水
のうを置くことで逆流を防ぎます。置いていないところがあると、そこか
ら逆流する恐れがあります。

※「水のう」は家屋などへの浸水を軽減するための簡易なもので、完全に
　防ぐものではありません。雨量や浸水の状況を見極め、早めの避難を心
　掛けてください。

●排水口等からの逆流を防ぐには
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン このコーナーでは、かまボランティア・市民活動センターに登録している個人の方やグループを

紹介しています。第6回は「三高山を守る会」副会長の佐々木幸男さんに話を伺いました。

かまボランティア・市民活動センター情報
かまボランティア・市民活動センター

TEL：0948-43-3511  FAX：0948-43-3450

Q1.活動内容を教えてください。

A.清掃やゴミ拾いなどの美化活動や傾斜が急な
場所に階段状の段差をつけたり、時には木材を被
せステップを作ったりして、登山者が安全に登山
を楽しむことができるように活動しています。現
在22名の会員がおり、台風などの自然災害が発
生した後には、倒木を撤去することもあります。

Q3.今後の目標を聞かせてください。

A.毎年1月1日の午前7時30分頃から、初日の出
鑑賞会を行なっており、40～50名の方が参加さ
れています。初秋には観月会も行いますので、た
くさんの方に参加してもらいたいです。また、碓
井地区の「長谷山を愛する会」、嘉穂地区の「嘉穂
三山愛会」とも連携して、何かイベントができな
いかと構想を練っている途中です。誰でも気軽に
山登りができ、また、山を好きになってもらえる
ように、これからも頑張って活動していきたいと
思っています。

Q2.活動をしていて良かったこと、
　　大変なことはありますか？

A.山が好きで、この活動を行なっているため、大
変だと思ったことはありません。福岡市や北九州
市、長崎県などの遠方からも登山に来る方がおら

れ、「よく整備されていて登りやすかった」と声を
かけてもらえることが嬉しく、これからも活動を
続けようというモチベーションにつながってい
ます。

三高山を守る会では一緒に活動していただける会員を募集しています。
詳しくはかまボランティア・市民活動センターまでお問い合わせください。

№6 三高山を守る会　

ボランティア募集情報　お問い合わせは上記センターまで
～ご利用者の話し相手、エプロンやおしぼり洗い等のお手伝い～

月～日曜日
① 9：00～11：00　② 13：00～15：00
（可能な日、時間帯でかまいません）

日 時

嘉麻市漆生2338番地1
社会福祉法人　嘉穂郡社会福祉協会
特別養護老人ホーム　松寿園

場 所

ご利用者の話し相手、食後のエプロン・
おしぼり洗い、机拭きなど

内 容

・上履きをご持参ください。
・ボランティア活動保険への加入をお願い
 します。
 （基本プラン年間350円）

備 考

さんたかやま

さ さ き ゆき お

は せ やま

さんざんあいかい
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令
和
7
年 

５
月・６
月・７
月
の

総
合
相
談

法
律
相
談

5
月
8
日（
木
）13
時
〜
16
時

1
組
30
分
間
ま
で

稲
築
地
区
公
民
館

と
き

と
こ
ろ

6
月
5
日（
木
）13
時
〜
16
時

ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

と
き

と
こ
ろ

7
月
3
日（
木
）13
時
〜
16
時

稲
築
地
区
公
民
館

と
き

と
こ
ろ

公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談

（
遺
言
、養
育
費
、任
意
後
見
な
ど
）

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

　
社
会
福
祉
法
人
嘉
麻
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
☎
0
9
4
8・4
3・3
5
1
1

6
月
10
日（
火
）13
時
〜
16
時

1
組
1
時
間
ま
で

稲
築
地
区
公
民
館

と
き

と
こ
ろ

終
活
相
談
会

（
相
続
、遺
言
、任
意
後
見
契
約
、死
後

事
務
委
任
な
ど
）

5
月
13
日（
火
）13
時
〜
16
時

1
組
1
時
間
ま
で

稲
築
地
区
公
民
館

と
き

と
こ
ろ

7
月
8
日（
火
）13
時
〜
16
時

稲
築
地
区
公
民
館

と
き

と
こ
ろ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ご案内

アルミ缶をお届けいただく際のお願い

　在宅で介護をされている方々が、いろんな情報
交換をつうじて、楽しくリフレッシュしています。

●5月15日（木）
　ふれあいハウス（上山田502番地6）
●6月19日（木）
　稲築地区公民館（岩崎1141番地）
●7月17日（木）
　ふれあいハウス（上山田502番地6）
※時間はいずれも13時～1時間程度です。
※日時や会場が変更になることもありますので、
　事前にご連絡ください。

在宅介護者の集い

　かまひきこもり相談支援センターでは、ひきこもり状態にある方やそのご家族からの相談をお受けし、気持
ちに寄り添った支援ができるよう心がけています。
　家から一歩外へ出て、自由に過ごせるフリースペースやご家族でなければわからない悩みや経験を共有でき
る家族会も相談者のご都合に合わせて開催していますので、ぜひ、センターまでお問い合わせください。

　アルミ缶は、リングプルがついたままリサイクルをすることができ、取り外しは不要です。無理やり外すと、
手を切るなどのケガをする心配もありますので、外さずにそのままお持ちいただくようお願いいたします。
　また、スチール缶、ビン、ペットボトル、たばこの吸い殻などのゴミが混入しているものはお引き取りできま
せんので、お持ちいただく際は、混入していないか確認をお願いいたします。ご不明な点がありましたら、下記
までご連絡ください。

かまひきこもり相談支援センターからのご案内

　認知症の方を介護しているご家族が集まり、お
互いの体験や情報交換をしています。

●5月17日（土）
●6月21日（土）
●7月12日（土）
※開催場所はふれあいハウス（上山田502番地6）です。
※時間は13時30分～1時間程度です。

嘉麻市認知症家族の会

《お問い合わせ先》
社会福祉法人嘉麻市社会福祉協議会　☎0948-43-3511
E-mail:tiiki@kama-shakyo.com

《お問い合わせ先》　社会福祉法人嘉麻市社会福祉協議会　☎0948-43-3511
　　　　　　　　　E-mail:kizuna@kama-shakyo.com

《お問い合わせ先》　社会福祉法人嘉麻市社会福祉協議会　☎0948-43-3511
　　　　　　　　　E-mail:tiiki@kama-shakyo.com

要予約
無料
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お
　
　
礼

【
東
岩
崎
】

　
親
族　
木　
原　
靖　
世　
様

　
　
故　
髙　
倉　
清　
美　
様

【
口
春
】

　
親
族　
土　
屋　
冨
美
子　
様

　
　
故　
土　
屋　
美
佐
子　
様

【
長
野
】

　
親
族　
橋　
山　
順　
一　
様

　
　
故　
橋　
山　
信　
子　
様

【
下
益
】

　
親
族　
柴　
木　
繁　
雄　
様

　
　
故　
柴　
木　
サ
ヨ
リ　

様

【
小
野
谷
】

　
親
族　
林　
田　
作　
実　
様

　
　
故　
林　
田　
カ
ズ
子　
様

【
鴨
生
第
一
】

　
（
有
）田
村
環
境
開
発
工
業　
様

【
下
牛
隈
】

　
　
　
　
矢
羽
田　
泰　
江　
様

【
市
外
】

　
嘉
穂
の
名
水
愛
好
者
一
同　
様

【
子
育
て
リ
ユ
ー
ス
】

　
山
野
第
二　
八
尋　
　
茜　
様

　
百
々
谷　
　
疋
田
か
お
り　
様

　
市
外　
　
　
福
間　
　
綾　
様

　
済
生
会
飯
塚
嘉
穂
病
院　
　
様

【
ア
ル
ミ
缶
】

　
漆
生
南
部　
市
原
登
志
彦　
様

　
　
　
　
　
　
河
北　
花
子　
様

　
漆
生
東　
　
匿　
　
　
名　
様

　
六
四
田　
　
渡
邉
美
千
代　
様

　
神
幸　
　
　
有
吉　
章
代　
様

　
天
神　
　
　
愚
童
の
庵　
　
様

　
下
宮　
　
　
三
好　
邦
央　
様

　
中
益　
　
　
野
見
山
佳
乃　
様

　
鴨
生
北
町
行
政
区
８
組　
　
様

会
員
と
し
て
、次
の
方
々
に

　
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

（
順
不
同
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

【
鴨
生
第
一
】鴨
生
第
一
行
政
区（
10
口
）

【
口
春
】森
勢
津
子
、宮
田
悦
子
、薄

井
栄
子
、
尾
崎
美
智
子
、
吉
永
敦

子
、
梶
原
ツ
タ
エ
、
國
広
俊
子
、

高
木
久
美
子
、下
原
英
子
、板
倉
登

志
子
、
宮
本
末
子
、
渡
辺
美
代
子
、

福
島
幸
子
、
吉
田
む
つ
み
、西
田 

慶
子
、
時
川
泰
子
、香
月
須
磨
子
、

井
出
良
子
、縄
手
英
子
、山
本
美
奈

子
、山
本
千
春
、山
本
稔（
2
口
）

【
樋
渡
】金
博
子
、藤
春
幸
子
、藤
春

満
智
子
、
藤
春
英
樹
、
澤
田
安
夫
、

澤
田
須
賀
子
、萬
田
紀
男
、大
谷
直

美
、藤
春
政
人
、藤
春
重
彦
、藤
春

笑
子
、藤
春
康
彦
、藤
春
俊
次
、藤

春
キ
ヨ
カ
、藤
春
喜
代
士
、藤
春
春

代
、山
下
直
美
、
藤
春
幸
輝
、
藤
春

忠
之

【
熊
ヶ
畑
第
一
】大
里
喜
久
雄
、

大
里
京
子
、大
里
優
子
、
友
田
雅

則
、
廣
瀬
ス
ズ
ヱ
、大
里
澪
子
、
財

津
吉
美
、大
里
信
幸

【
尾
浦
第
一
】松
本
由
美
子

【
尾
浦
第
二
】下
川
明
世

【
木
城
】大
里
英
雄

【
大
橋
】深
町
俊
一
、深
町
紀
子

【
蛭
子
】大
久
保
昌
之

【
上
牛
隈
】益
田
義
昭

【
下
牛
隈
】矢
羽
田
泰
江（
5
口
）

【
嘉
穂
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
】山
根
栄
子
、
谷
口
孝
年
、

大
里
盛
人
、日
永
田
絹
江
、長
濱
容

子
、諌
山
秀
代
、田
邊
喜
久
子
、大

谷
昇
、手
嶋
明
子
、手
島
節
子
、大

里
厚
子
、
長
野
美
智
代
、
福
澤
茂

樹
、西
森
章
雄
、大
屋
光
好
、久
保

山
か
お
る
、篠
﨑
眞
由
美
、大
屋
信

一
、山
本
美
代
子
、大
屋
瑞
枝
、柴

田
正
和
、
縄
田
徳
子
、
松
岡
妙
子
、

岩
下
泰
子
、渡
辺
て
つ
子
、原
田
景

子
、林
田
作
実
、政
所
和
彦
、小
田

憲
博

み
な
さ
ま
の
善
意
、

心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す

み
な
さ
ま
の
善
意
、

心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す

あ
な
た
の
会
費
が
、

社
協
の
地
域
活
動
を

支
え
て
い
ま
す

あ
な
た
の
会
費
が
、

社
協
の
地
域
活
動
を

支
え
て
い
ま
す

香
典
返
し・
寄
附

1
月
1
日
〜
3
月
31
日
受
付
分

1
月
1
日
〜
3
月
31
日
受
付
分

香
典
返
し

物
品
寄
附

一般
寄
附

　
（
有
）小
西
モ
ー
タ
ー
ス　
　
様

【
リ
ン
グ
プ
ル
】

　
漆
生
本
村　
匿　
　
　
名　
様

　
辻
中
篭　
多
機
能
型
障
が
い
者

　
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
誠
心
園　
様

　
上
臼
井
上　
匿　
　
　
名　
様

　
六
四
田　
　
渡
邉
美
千
代　
様

　
下
宮　
　
　
三
好　
邦
央　
様

　
東
馬
見　
　
匿　
　
　
名　
様

　
稲
築
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　
様

　
清
浄
学
園　
　
　
　
　
　
　
様

　
か
ま
手
話
の
会　
　
　
　
　
様

【
古
切
手
】

　
六
四
田　
渡
邉　
美
千
代　
様

　
天
神　
　
愚
童
の
庵　
　
　
様

　
嘉
麻
市
商
工
会
女
性
部　
　
様

　
教
育
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン（
株
）様

　
清
浄
学
園　
　
　
　
　
　
　
様

　
嘉
麻
市
福
祉
事
務
所　

　
　
生
活
支
援
課　
　
　
　
　
様

　
　
高
齢
者
介
護
課　
　
　
　
様



問 題

編 集 後 記

　

「広報紙えがお」を読んで、次のクイズに
お答えください。正解者の中から抽選で
図書券（千円分）を２名の方にプレゼント
します。

〒821-0012 嘉麻市上山田502番地６
嘉麻市社会福祉協議会
E-mail:tiiki@kama-shakyo.com

（2）IQ70以上85未満程度
日本では、約1,700万人、7人に1人の方が
『境界知能』にあたるといわれています。

応募方法

送付先

前号の
クイズの答え

（1）ほっとけんばいの輪づくり
（2）やっとけんばいの輪づくり
（3）いっとけんばいの輪づくり

おがわ

※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

かく

　任意後見人が適切に業務を行なっているかを確認す
るのが任意後見監督人。どちらも本人の生活や財産を守
る大切な役割を担っていますね。

　P2~3には、法人設立20周年記念事業について掲載し
ています。シンボルマーク及びメッセージの募集を行う
ほか、ほっとけんばいの輪づくり市民講座も開催します
ので、ぜひご参加ください。

　今回話を伺った三高山を守る会の佐々木さんは、嘉麻
トレッキング倶楽部にも所属しており、健康維持をかね
て毎月1回、山登りを楽しまれているそうです。

　嘉麻市バーニングヒーローズは、女性や20歳以下の
チームも発足しています。取材当日、幅広い年齢層の選
手が練習に打ち込んでいる姿を見て、学生の頃、野球部
で汗を流していたことを思い出しました。

　協議体は、地域の良いところや生活するなかで困って
いることなどを話し合う場です。お茶を飲みながら、気
軽に話してみませんか？より多くの住民のみなさんと
お会いできることを楽しみにしています。

　新人職員研修会でご家族の率直な思いを聞くことが
出来ました。その内容はひきこもり支援に留まらず、相
談業務全般に通じるもので、支援者としての姿勢を考え
直す機会にもなりました。

しんじ

ながすえ

①クイズの答え、②広報紙の感想、③郵便番
号・住所、④氏名、⑤年齢、⑥電話番号をご記
入の上、令和7年7月31日（必着）までにハガ
キ、またはＥメールにてご応募ください。

の
へ
と
さ
る
ふ

紙
手

福岡市在住

旧嘉穂町出身

おく あやか

奥　文香さん

　

私
は
高
校
卒
業
ま
で
嘉
麻
市
で
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
。大
学
入
学
を
機
に

嘉
麻
市
を
出
て
、現
在
は
博
多
区
で
働

い
て
い
ま
す
。

　
今
は
毎
日
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
、殆
ど

外
に
出
な
い
よ
う
な
生
活
を
し
て
い

ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
は
自
然
の
中
で

た
く
さ
ん
遊
び
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
夏
休
み
、母
か
ら「
遠
賀

川
で
カ
ヌ
ー
教
室
を
や
っ
て
い
る
ら

し
い
か
ら
行
っ
て
き
た
ら
？
」と
言
わ

れ
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
教
室
当
日
、知
ら
な
い
子
た
ち

に
囲
ま
れ
、ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着

せ
ら
れ
て
、私
は
緊
張
で
固
ま
っ
て
い

ま
し
た
。で
も
、い
ざ
カ
ヌ
ー
に
乗
っ

て
オ
ー
ル
を
漕
い
で
み
る
と
、水
面

を
風
を
き
っ
て
進
ん
で
い
く
感
覚
が

楽
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。真
夏

な
の
に
、水
の
上
は
涼
し
く
て
心
地

よ
か
っ
た
の
で
す
。そ
の
ま
ま
遠
賀

川
を
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
き
ま
し

た
。い
つ
も
は
遠
く
か
ら
見
て
い
た

背
の
高
い
水
草
が
、触
れ
る
く
ら
い

近
く
に
あ
っ
て
迫
力
が
あ
り
ま
し

た
。川
の
水
は
透
き
と
お
っ
て
い
て
、

小
さ
な
魚
た
ち
が
自
分
の
す
ぐ
真
横

を
泳
い
で
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
は
他
に
も

あ
り
ま
す
が
、カ
ヌ
ー
教
室
に
通
っ

た
夏
休
み
の
こ
と
は
特
に
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
自
然
の
中
で
遊
ん
だ
記
憶

は
、今
の
自
分
の
感
性
や
価
値
観
を

形
づ
く
る
一
部
と
な
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。そ
の
こ
と
を
嬉
し
く
思
い

ま
す
。こ
の
先
も
、ふ
る
さ
と
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
な
い
よ
う
に

し
た
い
で
す
。

ふ
る
さ
と
の
自
然

　　　法人設立20周年記念事業で行う市民
講座は何でしょう？

つ
な
が
り

社協だより「えがお」は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。

令
和
7
年
5
月
1
日 

発
行

嘉
麻
市
社
協
だ
よ
り「
え
が
お
」

社協だよりクイズ

12えがお 5月号

さかもと

よしだ

No.
182




